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後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

▼問い合わせ　健康課　☎73–3014／県後期高齢者医療広域連合事務局　☎087–811–1866
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翌
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ま
た
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数
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。
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薬
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認
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

健康

市内の長寿者を市長が訪問

稲刈り体験で収穫の喜びを味わう パラスポーツを通じて
違いの素晴らしさを学ぼう

薬用作物を活用した
料理の試食会を開催！

お茶のふる里で薬膳を学ぼう！

遊びを通してプログラミングを学ぼう!

三豊市活性化プロジェクト
情報共有会を開催

福祉介護分野における共同送迎サービ
スの実証事業に係る連携協定を締結
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9/13　豊中町農村環境改善センター9/13　豊中町農村環境改善センター

10/5　危機管理センター10/5　危機管理センター

10/5　危機管理センター10/5　危機管理センター

今年、市内で数え年 100 歳以上となる 143 人（9 月 15
日時点）のうち 27 人を市長が訪問し、新型コロナウイルス
感染対策を講じた上でお祝い金や記念品などを手渡しまし
た。山本町の岩倉ミユキさんは、「誕生日には孫やひ孫、み
んなから電話がかかってきます。みんなに会うことが楽し
みです。長生きできてよかった」と長寿の喜びを話してく
れました。

市と市社会福祉協議会、ダイハツ工業株式会社の 3 者は、
通所系サービス事業所それぞれが単独で行っている送迎業
務を市社会福祉協議会が集約する実証事業を行うにあたり、
連携協定を締結しました。実証事業は、主に山本・財田地
域で 11 月 2 日から 1 カ月間実施します。

第 2 次総合計画における市の将来像「O
ワ ン
ne M

み と よ
ITOYO 〜

心つながる豊かさ実感都市〜」実現のため、市内で AI（人
工知能）、交通、観光などのプロジェクトを展開する民間企
業や関係機関、学校などが集まり、情報共有を行いました。
今回の情報共有によって、地域の課題解決に向けた取り組
みがより深化することが期待されます。

勝間小学校 5・6 年生 45 人を対象に、日本財団パラリンピッ
クサポートセンターが主催するパラスポーツ体験型出前授業「あ
すチャレ！ S

ス ク ー ル
chool」が開催されました。

シドニーパラリンピック男子車いすバスケットボール日本代表
キャプテンの根木慎志さんを講師に招き、講話や車いすバスケッ
トボールのデモンストレーション、パラスポーツ※の体験などが

行われました。
根木さんによると「障がいとは、みんなの生活の中で困

ることであり、作っているのは社会だ」ということです。
講話では「顔、体、考え方など、誰一人として同じ人はい
ない。パラスポーツを通じて、違いの素晴らしさを知って
ほしい」と子どもたちに語りかけました。

薬用作物の普及促進のため、市内で栽培されたよもぎやシ
ソなどを活用した料理の試食会が行われました。地元の生活
研究グループや飲食店、笠田高等学校などによって約 30 品
の料理が考案され、関係者が試食して意見を出し合いました。

高瀬茶業組合が薬膳の基礎を学ぶ薬膳教室を開催しまし
た。お茶畑が減る中、地域の活性化に取り組むため、今回
初めて企画されました。薬膳は、体調や季節に合わせた食
事を日々の生活に活かすことで、健康づくりに役立てるも
のです。国際薬膳師の山下れい子さんを講師に招き、受講
生 30 人が熱心に薬膳について学びました。講習会は来年
１月まで、全８回行われる予定です。

M
マ イ ズ ム

AiZM（みとよ AI 社会推進機構）による「3 歳からの
プログラミング体験会」が開催されました。子どもたちは
タブレット端末を使って操作するロボットや、手を動かす
とカメラが人の動きを認識するゲームなど、さまざまな教
材を使いながらプログラミングを体験。おもちゃで遊ぶ感
覚で教材に触れられ、プログラミングを身近に感じられる
1 日となりました。

上高瀬小学校 5 年生 28 人が、地域の人の協力のもと、もち米の稲
刈り体験を行いました。子どもたちはカマを使って稲刈りをして、刈
った稲をわらで束ねました。

収穫したもち米は、お世話になった地域の人たちに配り、おいしく
食べる予定です。

ほっとニュースは

市ホームページでも

▲

子どもたちが応援する中、根木
さんが実際にシュートを決める
ところを披露してくれました

▲地域の人が稲の刈り方を教えて
くれました

▲“はぜ”に束ねた稲をかけていきます
※パラスポーツ……障がいのある人たちが行うスポーツ

▲競技用車いすに乗ってボールの
パスに挑戦


